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提携先 ㈱平田牧場 記入日 2008/8/7 

登録消費材名 １豚肉ロース･肩ローススライス、２豚肉モモスライス、３豚肉カタバラ

スライス、４豚肉ひき肉、５豚肉ヒレ・ロース・肩ロースブロック、６

豚肉モモブロック、７豚肉バラブロック、８豚肉カツ用、９豚肉カタブ

ロック、班／Ａ．豚肉ブロックセット、班／Ｂ．豚肉スライスセット、

班／Ｃ．豚肉ブロックスライスセット、班／Ｄ．豚肉ひき肉 

ローストポーク用 1ｋｇ、豚肉バランスセット・スライス、豚肉カレーシ

チュー用（冷凍）、豚肉みそ漬、豚しゃぶスライス（もも）、豚しゃぶ（ロ

ース・肩ロース）、豚肉焼肉用（ロース・肩ロース）、こめ育ち豚しゃぶ

ロース・バラ、こめ育ち豚スライスセット、こめ育ち平牧金華豚カタス

ライス、こめ育ち平牧金華豚セット 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

1. ～自主基準書に基づいた項目～ 

① 04-1-Ａ-02 ＨＡＣＣＰ認証取得などの管理システムの導入 

   ISO9001 を基に、弊社独自に自主管理システムを構築し、管理を行ってきましたが、

管理レベルの向上を目指し、改めて ISO9001 の取得に向けて取り組んでおります。 

② 05-2-Ａ-02 容易に清掃できる構造 

  ５Ｓを推奨し、作業環境の維持を行っておりますが、施設の老朽化による不具合が目

立つようになり、本社ミートセンターでは改修工事を進めております。この結果、改修後

の状態を維持しなければというような、従業員の意識の変化が現れました。 

  また、本社ミートセンター以外の事業所でも、施設の改修を実施し、作業環境の整備

に努めております。 

③ 04-7-規格-01 製造工程での異物混入対策の実行 

  挽肉工程のチョッパーに挽材を投入するリフトの、ミートワゴンの解除レバーを、足

踏み式から手動式に変更いたしました。 

④ 04-7-規格-03 金属探知機等の設置 

2007 年 7 月のⅩ線異物検出機の本社ミートセンターの挽肉とスライス肉の工程への導入に

続き、2008 年 4 月に高崎事業所にも導入いたしました。 

⑤ 12-1-Ａ-02 開けやすい工夫 

   挽肉の包装を開けやすいイージーピールに変更しました。 

2. ～消費材の利用価値の追求～ 

   １頭買いの仕組みには、部位バランスの正常化が不可欠です。１頭丸ごと消費する

ため、供給バランスの取れる企画の提案を進めます。 

3. ～消費材の質を組合員に伝える～ 

   産学官提携の「飼料用米プロジェクト｣の成果として、肥育期後期の飼料に飼料用米

を１０％添加し肥育した「こめ育ち豚」は、飼料用米の収量により給餌頭数が限られてお

りますが、2007 年より冷凍企画での通年供給と、デポー向けでは高崎事業所より冷蔵で月

３回の供給を開始しました。 

4. ～安全・健康～ 

硬骨等の硬い異物の混入対策として、導入したⅩ線異物検出機では、包装後に検査を行う

ため、異物による排除数が生産性の低下に直結します。このため、脱骨・整形等の前工程

での除去が非常に重要になりました。 

5. ～環境～ 

① 製造工程内の設備機器の洗浄では、ＰＯＥＰを使用しない洗浄除菌剤を使用しており

ます。 
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② 製造工程以外の社内では、手洗石鹸や洗濯石鹸などのエスケー石鹸の製品を使用して

おり、社員の家庭での石鹸の使用を推進しております。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

1. ～消費材の利用価値の追求～ 

   部位バランスへの意識喚起のため、2007 年に 150ｇのスライス肉３部位と 250ｇの挽

肉を組み合わせて提案した「豚肉バランスセット・スライス」は、人気の消費材となり、

2008 年も隔月企画として定番化しました。使い切り少量パックという点で好評を得た面や、

部位バランスの意識付けにもなりました。 

今後も、組合員のニーズに合った企画提案を行い、１頭丸ごと消費するため、供給バラン

スの取れる企画の提案を進めます。 

2. ～消費材の質を組合員に伝える～ 

｢こめ育ち豚｣は供給開始時より、人気の消費材と成りました。 

今後も豚肉学習会などの場を通し、食料自給率のみならず、飼料自給率の向上につながる、

「飼料用米プロジェクト」や「こめ育ち豚」の活動の意義を伝えてまいります。 

3. ～安全・健康～ 

昨年７月の本社ＭＣでのＸ線異物検出機の導入に続き、高崎事業所でも今年４月に導入い

たしました。 

また、本社ＭＣではⅩ線異物検出機による異物の検出結果を、前工程である脱骨・整形工

程にフィードバックし、改善を行った結果、導入より１年間で排除率を１/３に減少するこ

とができました。 

4. ～環境～ 

① 他の事業所の製造工程での、ＰＯＥＰを使用しない洗浄除菌剤への切り替えを推進した

結果、１事業所で切り替えを行いました。 

② 各事業所において可能な範囲での石鹸の使用を進め、全体での使用拡大を推進いたしま

す。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

1. ～消費材の利用価値の追求～ 

１頭買いの仕組みの維持は、部位バランスの正常化が基本です。今後も、組合員のニーズ

に合った企画提案を行い、１頭丸ごと消費するため、供給バランスの取れる企画の提案を

進めます。 

2. ～消費材の質を組合員に伝える～ 

   今年の飼料用米の作付面積の増加により、今秋以降の飼料用米の給餌頭数が増える

見込みです。「飼料用米プロジェクト」の意義や「こめ育ち豚」の良さを、豚肉学習会など

の場で伝え、この取り組みへの理解の輪を一層広げてまいります。 

3. ～安全・健康～ 

５Ｓの実践と、施設の老朽箇所の改修を行い、作業環境を改善するとともに、ソフト面で

の従業員の意識向上を促し、衛生管理や品質管理の向上を目指します。 

また、Ⅹ線異物検出機の導入は、現状本社ミートセンターと高崎事業所の２箇所ですが、

実績等を考慮し、他事業所での導入を検討いたします。 

4. ～環境～ 

 ① 他の事業所の製造工程での、ＰＯＥＰを使用しない洗浄除菌剤への切り替えを、推

進いたします。 

 ② 各事業所内での石鹸の使用の拡大と、社員の家庭での石鹸使用を推進し、環境負荷

の低減に努めます。 

 






